
鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
に
お
け
る
声
調
変
化
に
つ
い
て

－
　
呉
音
去
声
字
の
上
声
化
に
つ
い
て
の
考
察
　
－

榎
　
　
木
　
　
久
　
　
薫

目
　
次

は
じ
め
に

一
、
資
料
に
つ
い
て

二
、
一
音
節
字
に
対
す
る
差
声

三
、
上
・
去
・
入
軽
声
字
の
後
の
二
音
節
去
声
字

四
、
語
頭
か
平
声
・
入
声
字
の
後
の
二
音
節
上
声
字

ま
と
め

は

　

じ

　

め

　

に

筆
者
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
の
声
点
に
つ
い
て
、
片
仮
名
文
に
お
け
る
漠
字
音
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る

と
い
う
観
点
か
ら
考
察
を
進
め
て
い
る
が
、
本
敦
で
は
特
に
呉
音
去
声
字
の
上
声
化
の
事
象
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
し
た
と
こ
ろ
を
述
べ
た

い
と
思
う
。

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
は
後
に
示
し
た
よ
う
に
、
在
家
の
者
を
対
象
と
し
て
著
述
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
文
の
書
写
及
び
漢
字
に
対
す
る
振
仮
名
・
声
点
を
加
え
た
者
が
誰
な
の
か
は
識
語
等
か
ら
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
恐
ら
く
明
恵
自
身
か
近



侍
の
門
弟
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
資
料
の
声
点
は
、
明
恵
を
中
心
と
し
た
高
山
寺
教
学
で
の
片
仮
名
文
に
お
け
る

漢
字
声
調
に
対
す
る
認
識
、
資
料
に
即
し
て
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
在
家
の
者
に
示
し
て
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
な
漢
字
声
調
と
考
え
た

も
の
の
姿
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
資
料
の
こ
の
よ
う
な
性
格
か
ら
し
て
、
そ
の
漢
字
声
調
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
声
調
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
と
と
も
に
、
高
山
寺
教
学
に
お
け
る
よ
り
学
問
的
な
場
で
の
声
調
と
対
比
さ
せ
て
み
る
の
が
有
効
な
方
法
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本

敦
で
は
、
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
高
山
寺
で
書
写
さ
れ
た
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
『
貞
元
華
厳
経
音
義
』
と
対
照
し
っ

つ
考
察
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

「
資
料
に
つ
い
て

1
、
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』

（1）

『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
は
明
恵
上
人
の
撰
に
係
る
資
料
で
あ
る
。
現
在
は
巻
上
と
別
記
が
大
東
急
記
念
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

（2）

次
に
示
す
よ
う
に
、
別
記
末
尾
の
識
語
、
別
記
巻
末
の
記
述
、
及
び
『
高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
』
　
の
記
述
に
よ
っ
て
、
そ
の
著
述
事
情
・
著

述
意
図
も
知
ら
れ
る
。

『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』

（
別
記
識
語
）

安
貞
二
年
極
月
廿
六
日
午
時
／
於
高
山
寺
繹
堂
院
草
毒
記
之
了

（
別
記
巻
末
の
記
述
）
別
6
4
5

コ
ノ
記
三
巻
ノ
ナ
カ
ニ
ハ
・
タ
＼
在
家
ノ
信
ヲ
ス
＼
ム
ル
ア
ヒ
タ
・
傾
字
こ
テ
・
土
沙
ノ
功
能
ヲ
・
ア
ラ
パ
ス
・
ハ
カ
リ
ナ
リ

『
高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
（
仮
名
行
状
）
』
　
（
下
巻
三
八
丁
オ
モ
テ
）

光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
に
お
け
る
声
調
変
化
に
つ
い
て
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六

一
嘉
嘩
二
年
丁
亥
五
月
十
六
日
、
光
明
要
旨
ノ
土
沙
義
ヲ
撰
ス
、
其
後
安
貞
二
年
九
月
ノ
比
ヨ
リ
光
明
塁
甲
ノ
法
。
ヨ
テ
土
沙
加
持
ア

リ
カ
ノ
土
沙
ノ
間
ノ
功
能
井
得
益
勝
利
ノ
委
細
ハ
、
同
勒
信
記
上
下
二
巻
井
別
記
一
巻
ヲ
作
テ
コ
レ
ヲ
注
サ
レ
タ
リ
、

本
資
料
の
表
記
は
、
字
音
語
は
一
例
を
除
い
て
す
べ
て
漢
字
表
記
さ
れ
、
一
方
和
語
は
い
わ
ゆ
る
訓
漢
字
の
う
ち
で
も
も
っ
と
も
基
本
的

な
も
の
以
外
は
片
仮
名
表
記
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
漢
字
交
り
片
仮
名
文
で
あ
る
。

本
資
料
の
片
仮
名
振
仮
名
・
声
点
は
、
本
文
の
表
記
様
式
が
こ
の
よ
う
に
漢
字
交
り
片
仮
名
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
字
音
に
関
す
る
も
の

（3）

が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
本
資
料
に
つ
い
て
は
、
既
に
詳
し
く
述
べ
て
い
る
の
で
、
声
点
に
つ
い
て
の
み
略
述
す
る
と
、
声
点
は
字
音
振
仮

名
が
附
さ
れ
た
漢
字
に
多
く
差
声
さ
れ
て
い
る
・
。
逆
に
字
音
振
仮
名
が
附
さ
れ
て
い
な
い
漢
字
に
声
点
の
み
が
差
声
さ
れ
た
例
は
ご
く
僅
か

で
あ
る
。
字
音
振
仮
名
の
み
で
声
点
の
差
声
さ
れ
て
い
な
い
漢
字
も
多
く
あ
る
。
こ
れ
ら
の
声
点
は
朱
筆
・
墨
筆
に
よ
る
片
仮
名
振
仮
名
が

加
え
ら
れ
た
の
と
同
時
期
に
、
同
一
人
物
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

本
資
料
は
鎌
倉
初
期
、
明
恵
を
中
心
と
し
た
高
山
寺
教
学
の
下
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
全
体
と
し
て
明
恵
を
中
心
と
し
た
言
語

圏
に
お
け
る
片
仮
名
文
の
性
格
を
考
察
す
る
た
め
に
有
効
な
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。

2
、
　
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
『
貞
元
華
厳
経
音
義
』

『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
『
貞
元
華
厳
経
音
義
』
は
次
に
示
し
た
よ
う
に
、
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
高
山
寺
で
書
写
さ

（4）

れ
た
資
料
で
あ
る
。

『
新
詳
華
厳
経
音
義
』

（
本
奥
書
）

嘉
撃
毎
誓
ハ
月
二
日
廼
於
西
山
／
梅
尾
之
禅
房
集
両
三
本
之
音
義
／
抄
寓
之
偏
為
自
行
挿
讃
敢
不
／
可
及
外
見
奏
／

花
厳
宗
沙
門
喜
海

（追筆）



交
了

（
別
筆
）

レ

寛
喜
元
年
八
月
十
八
日
与
／
五
六
輩
交
合
再
治
了
／
寛
喜
元
年
八
月
七
日
鮮
鮎
井
僧
名
敷
度
0
交
接
畢

（
裏
表
紙
内
）

安
貞
二
年
四
月
廿
四
日
於
高
山
寺
草
室
書
寓
了

『
貞
元
華
厳
経
音
義
』

（奥書）
安
貞
二
年
四
月
廿
六
日
書
寓
畢
／
校
畢

『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
は
識
語
に
あ
る
よ
う
に
喜
海
が
自
行
転
読
の
た
め
に
編
纂
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
字
音
仮
名
音
形
お
よ
び
声
点

（5）

は
、
沼
本
克
明
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
喜
海
の
理
解
し
て
い
た
伝
承
呉
音
を
中
心
と
し
て
若
干
の
反
切
に
よ
る
知
識
音
を
含
む
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
一
方
『
貞
元
華
厳
経
音
義
』
は
識
語
か
ら
は
成
立
事
情
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
書
写
が
同
時
期
で
あ
る
事
か
ら
『
新
訳
華
厳
経
音

義
』
と
同
様
明
恵
を
中
心
と
し
た
高
山
寺
教
学
で
の
学
問
的
な
場
で
の
漠
字
音
認
識
を
反
映
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
二
音
節
字
に
対
す
る
差
声

呉
音
去
声
字
の
上
声
化
の
事
象
は
、
漠
字
音
の
国
語
音
化
の
事
象
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
象
に

つ
い
て
、
片
仮
名
文
で
あ
る
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
と
、
華
厳
経
の
字
音
直
読
に
基
づ
く
音
義
資
料
で
あ
る
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
『
貞

元
華
厳
経
音
義
』
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
恵
を
中
心
と
し
た
高
山
寺
教
学
に
お
い
て
、
在
家
の
者
が
理
解
で
き
る
と
考
え
た
漢

字
声
調
（
一
般
的
な
漢
字
使
用
の
場
で
の
漢
字
声
調
）
　
の
性
格
を
知
る
手
掛
り
が
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

本
敦
で
取
り
上
げ
た
三
資
料
に
お
け
る
上
声
点
・
去
声
点
差
声
字
を
、
そ
の
音
節
数
と
前
接
字
の
声
点
の
違
い
に
よ
っ
て
分
類
し
て
用
例

光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
に
お
け
る
声
調
変
化
に
つ
い
て
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数
を
示
し
た
も
の
が
（
表
1
・
表
2
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
表
に
よ
っ
て
指
摘
で
き
る
事
を
以
下
に
述
べ
た
い
と
思
う
。

一
〇
八

表
1
　
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記

表
2
　
新
訳
華
厳
経
音
義
・
貞
元
華
厳
経
音
義

∵
頭語 平 上 去 入 軽平 軽入 明不

一 42 2 4 5 1 2 5一 42 2 4 5 1 2

意
頭語 平 上 去 入 軽平 軽入 明不

一

二 53 41 11

潰
頭語 平 上 去 入 軽平 軽入

ー

新 472 57 84 94 63

貞 311 23 14 32 01

二
新 92 8 23 74 5

貞 61 2 7 02 2

潰
頭語 平 上 去 入 軽平 軽入

一

新

貞 1

二
新 323 28 6 5 73 1

貞 371 04 8 2 9 2

（
数
値
は
す
べ
て
延
べ
用
例
数
を
示
す
）

ま
ず
第
一
に
、
一
音
節
去
声
字
が
三
資
料
を
通
じ
て
『
貞
元
華
厳
経
音
義
』
に
一
例
し
か
見
ら
れ
な
い
事
で
あ
る
。



旛
　
1
緒
へ
去
）
ハ
（
「
ハ
ン
」
ヲ
朱
訂
）
種
（
平
）
シ
ユ

（
用
例
の
上
の
数
字
は
用
例
番
号
、
本
例
以
降
の
数
字
の
な
い
用
例
は
参
考
例
で
あ
る
）

こ
の
例
（
用
例
1
）
を
見
る
と
、
「
ハ
」
は
墨
筆
「
バ
ン
」
の
朱
訂
で
あ
っ
て
、
墨
筆
「
バ
ン
」
の
読
み
を
と
れ
ば
、
二
音
節
去
声
字
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
他
に
一
音
節
去
声
字
の
例
が
見
ら
れ
な
い
事
か
ら
、
こ
の
例
は
訂
正
が
声
点
に
ま
で
及
ば
な
か
っ
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
　
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
　
『
貞
元
華
厳
経
音
義
』
と
も
に
原
則
と
し
て
一
音
節
の
去
声

字
は
な
い
と
言
う
事
が
出
来
る
。
こ
れ
は
、
曲
調
ア
ク
セ
ン
ト
を
避
け
る
と
い
う
漢
字
音
の
国
語
化
の
音
韻
変
化
の
事
象
の
反
映
と
し
て
説

明
さ
れ
る
。

（6）

そ
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
勇
氏
に
論
敦
が
あ
る
が
、
そ
の
中
で
本
敦
で
取
上
げ
た
資
料
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
書
写
さ
れ
た
親
鸞
筆
『
観

無
量
寿
経
』
　
に
お
け
る
二
音
節
去
声
字
の
上
声
化
に
つ
い
て
整
理
さ
れ
た
も
の
と
比
較
す
る
と
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
る
。
佐
々
木

氏
は
　
『
観
無
量
寿
経
』
　
で
は
、
上
声
・
去
声
両
点
差
声
字
で
は
、
上
声
差
声
例
は
句
頭
で
2
字
3
例
・
句
中
で
5
2
字
鋤
例
、
去
声
差
声
例
は

句
頭
で
4
2
字
1
0
2
例
・
句
中
で
3
3
字
6
4
例
（
例
外
二
例
を
除
く
全
例
が
語
頭
）
、
上
声
点
の
み
差
声
字
は
1
4
字
3
0
例
（
句
頭
か
句
中
で
も
語
頭
）
、
去

声
点
の
み
差
声
字
は
5
7
字
9
4
例
（
句
中
例
の
み
）
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
句
中
字
は
上
接
字
去
声
の
場
合
上
声
化
し
や
す
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お

ら
れ
る
。
佐
々
木
氏
は
更
に
、
院
政
期
以
前
の
資
料
で
あ
る
聖
衆
来
迎
寺
蔵
『
妙
法
蓮
華
経
』
・
保
延
本
『
法
華
経
単
字
』
・
承
暦
本
『
金
光

明
最
勝
王
経
音
義
』
　
に
つ
い
て
も
同
様
の
調
査
を
さ
れ
て
、
時
代
が
下
る
に
従
っ
て
句
頭
の
上
声
点
差
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
・

句
中
で
か
つ
語
中
の
上
声
点
加
点
例
も
増
加
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
様
に
、
『
観
無
量
寿
経
』
に
お
け
る
呉
音
二
号
節
子
に
対
す
る
上
声
点
差
声
の
状
況
は
、
こ
の
音
韻
変
化
の
現
象
の
鎌
倉
初
期
の
状
態

を
そ
の
ま
ま
示
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
『
観
無
量
寿
経
』
に
は
奥
書
が
な
い
が
、
建
仁
か
ら
元
久
頃
の
成
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
本
敦
で
取
上
げ
た
資
料
は
前
述
の
通
り
、
い
ず
れ
も
奥
書
に
安
貞
二
年
の
書
写
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
建
仁
か
ら

安
貞
ま
で
の
三
十
年
程
の
間
に
音
韻
変
化
の
現
象
と
し
て
条
件
に
よ
っ
て
は
去
声
の
ま
ま
で
あ
る
場
合
も
あ
っ
た
状
態
か
ら
、
す
べ
て
上
声

光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
に
お
け
る
声
調
変
化
に
つ
い
て
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に
な
る
と
い
う
変
化
を
遂
げ
た
と
は
考
え
難
く
、
本
致
で
取
り
上
げ
た
資
料
に
お
け
る
一
音
節
字
に
対
す
る
一
貫
し
た
上
声
点
の
差
声
は
、

何
等
か
の
規
範
意
識
を
も
っ
て
統
一
的
に
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
規
範
意
識
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
明
恵
を
中
心
と
し
た
高
山
寺
教
学
に
お
い
て
直

接
言
及
し
た
記
述
を
見
出
し
て
い
な
い
た
め
明
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
本
資
料
の
二
晋
節
子
に
対
す
る
上
声
点
・
去
声
点
差
声
の
状
態
か
ら

（7）

推
し
量
る
な
ら
ば
、
『
補
忘
記
』
の
次
の
記
述
に
基
づ
い
て
沼
本
氏
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
な
規
範
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ノ

ニ

ハ

ル

　

ヒ

　

　

ヲ

　

ニ

　

　

　

ノ

　

ノ

ヲ

ハ

　

ニ

ヒ

ル

　

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

ノ

ノ

ニ

ス

レ

ヒ

ナ

ル

ニ

ト

ト

ノ

且
又
一
字
仮
名
字
不
レ
用
二
去
声
一
也
故
一
字
仮
名
去
声
字
上
声
用
来
也
但
真
言
陀
羅
尼
梵
語
梵
字
等
字
声
任
指
是
習
故
去
去
連
続

ヒ

　

　

　

　

　

ノ

及
一
字
仮
名
去
声
不
レ
簡
レ
之
也
（
貞
享
版
・
巻
下
）
（
中
略
）
つ
ま
り
単
字
声
調
の
範
疇
で
は
去
声
に
属
す
る
も
の
の
中
で
、
一
音
節
の
も

の
が
具
体
的
な
調
値
と
し
て
上
声
で
現
れ
る
の
だ
と
い
う
把
握
が
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
で
沼
木
氏
の
言
わ
れ
る
「
単
字
声
調
」
と
は
実
際
の
読
講
に
お
い
て
は
発
現
し
な
い
知
識
と
し
て
の
声
調
（
知
識
声
調
）
で
あ

り
、
「
具
体
的
な
調
値
」
と
は
、
実
際
の
読
詞
に
お
い
て
発
現
す
る
声
調
（
読
諦
声
調
）
で
あ
る
と
考
え
る
。
読
諦
声
調
の
中
に
は
、
知
識
声

調
と
し
て
の
一
音
節
去
声
字
の
よ
う
に
、
漢
字
そ
れ
一
字
（
単
字
）
で
発
音
し
て
も
上
声
に
な
る
も
の
と
、
二
音
節
去
声
字
の
よ
う
に
、
単
字

と
し
て
は
去
声
で
あ
っ
て
そ
れ
が
あ
る
字
音
連
続
　
（
単
語
）
　
の
中
で
条
件
に
よ
っ
て
声
調
が
変
る
も
の
と
が
あ
る
と
考
え
る
。

三
、
上
・
去
・
入
軽
声
字
の
後
の
二
音
節
去
声
字

つ
ぎ
に
指
摘
し
た
い
事
は
、
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
　
に
は
前
接
字
上
声
・
去
声
及
び
入
声
軽
の
後
に
は
二
音
節
去
声
字
が
出
現
せ
ず
、

一
方
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
　
『
貞
元
華
厳
経
音
義
』
　
に
は
こ
の
よ
う
な
用
例
が
見
ら
れ
る
事
で
あ
る
。

a
、
前
接
上
声

名
　
2
匪
（
上
）
ヒ
名
（
去
）
ロ
ヤ
ウ

名
（
去
）
ミ
ヤ
ウ
聞
（
上
）
モ
ン

新

1

オ

7

新

4

ウ

3



名
（
去
）
、
、
、
ヤ
ウ
刹
（
上
）
シ

名
（
去
）
ミ
ヤ
ウ
馨
（
平
）
ヨ

哉
　
3
億
（
上
）
ヰ
哉
（
去
濁
）
サ
イ

峻
　
4
牢
（
上
）
ラ
ウ
峻
（
去
）
シ
ュ
ン

高
（
去
）
カ
ウ
峻
（
平
）
シ
ュ
ン

崇
（
平
）
ソ
ウ
峻
（
去
）
シ
ュ
ン

高
（
去
）
コ
ウ
峻
（
平
）
シ
ュ
ン

崇
（
平
）
ソ
ウ
峻
（
去
）
シ
ュ
ン

峻
（
平
）
ソ
ウ
峻
（
去
）
シ
ュ
ン

峻
（
去
）
シ
ュ
ン
時
（
上
）
チ

瞼
（
平
）
ケ
ム
薩
（
去
）
シ
ュ
ン

稿
　
5
枯
（
上
）
。
稿
（
去
）
カ
ウ

6
枯
（
上
）
。
稿
（
去
）
カ
ウ

残
　
7
兇
（
上
）
ク
残
（
去
濁
）
サ
ン

矯
　
8
虚
（
上
）
。
矯
（
去
）
ケ
ウ

不
（
上
）
フ
矯
（
上
）
ケ
ウ

竿
　
　
爵
（
上
）
ヰ
竿
（
上
）
カ
ン

思
俊
反

錐
閏
反

雌
閏
反

思
俊
反

思
俊
反

思
俊
反

思
俊
反

思
俊
反

下
音
考

苦
老
反

居
天
反

居
天
反

下
音
干

其
（
上
濁
）
。
竿
（
上
）
カ
ン
　
　
下
音
干

9
其
（
上
濁
）
。
竿
（
去
）
カ
ン
　
　
公
安
反

光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
に
お
け
る
声
調
変
化
に
つ
い
て

新

9

オ

6

新

2

4

オ

7

新

1

4

ウ

1

貞

1

2

オ

6

新

4

2

オ

1

新

4

3

オ

2

貞

6

オ

l

貞

9

オ

l

貞

9

オ

l

貞

1

6

オ

5

貞

1

7

オ

4

新

4

6

ウ

7

貞

1

8

ウ

3

貞

1

3

ウ

6

新

3

6

ウ

5

新

1

2

オ

5

新

1

8

オ

5

・

新

2

2

オ

1

新

4

2

ウ

4

貞

2

0

ウ

7

一

一

一



脛航該貌

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語

1
0
之
（
上
）
シ
脛
（
去
）
キ
ヤ
ウ

1
1
獣
（
上
）
シ
ユ
抗
（
去
濁
）
ク
ワ
ン

1
2
退
（
上
）
カ
該
（
去
濁
）
カ
イ

研
　
究

胡
定
反

魚
蓑
反

古
哀
反

一

一

二

該
（
去
濁
）
カ
イ
練
（
平
）
レ
ン
　
　
古
哀
反

1
3
研
（
上
濁
）
ケ
ン
貌
（
去
）
メ
ウ

貌
（
去
）
メ
ウ
恭
（
上
）
ク
　
　
茅
教
反

高
　
1
4
憑
（
上
）
へ
ウ
高
（
去
）
カ
ウ

高
（
去
）
カ
ウ
低
（
平
）
テ
ィ

高
（
去
）
カ
ウ
峻
（
平
）
シ
ュ
ン

高
（
去
）
カ
ウ
偲
三
）
。

高
（
去
）
カ
ウ
畳
（
平
）
ル
イ
（
下
ニ
「
警

貰
　
1
5
巨
（
上
）
。
麗
（
去
）
レ
イ

崇
（
上
）
シ
ユ
麗
（
平
）
レ
イ

妹
（
上
）
シ
ユ
麗
（
平
）
レ
イ

精
（
去
）
シ
ャ
ウ
麗
（
去
）
レ
イ

b
、
前
接
字
去
声

幹
　
1
6
聾
（
去
濁
）
シ
ユ
ウ
幹
（
去
）
カ
ン

烏
（
上
）
ヰ
幹
（
上
）
カ
ン

擢
（
入
）
タ
ク
幹
（
去
）
カ
ン

郎
計
反

郎
計
反

郎
計
反

貞

9

ウ

5

貞

1

7

ウ

2

新

2

ウ

3

新

5

2

ウ

3

貞

1

0

ウ

6

貞

2

1

オ

4

貞

1

3

オ

4

新

1

5

オ

4

新

4

2

オ

1

・

貞

6

オ

1

新

4

6

オ

5

貞

1

3

オ

6

新

2

1

オ

7

新

8

ウ

2

新

1

6

オ

7

新

2

0

オ

4

寄
且
反

古
旦
反

古
案
反

貞

1

6

ウ

4

新

2

ウ

7

新

3

オ

6



賛
（
平
）
ホ
ウ
幹
（
去
）
カ
ン

枝
（
上
）
シ
幹
（
上
）
カ
ン

其
（
上
濁
）
。
幹
（
上
濁
）
カ
ン

璃
（
上
）
リ
幹
（
上
）
カ
ン

古
旦
反

古
且
反

古
旦
反

古
且
反

肝
　
1
7
腎
（
去
）
シ
ン
肝
（
去
）
カ
ン

肝
（
去
）
カ
ン
肺
（
平
）
ハ
イ

肝
（
去
）
カ
ン
肺
（
平
）
ハ
イ

肝
（
去
）
カ
ン
腺
（
平
）
タ
ム

賢
　
1
8
腸
（
去
）
チ
ヤ
ウ
腎
（
去
）
シ
ン

1
9
心
（
去
）
シ
ム
腎
（
去
）
シ
ン

2
0
心
（
去
）
シ
ム
腎
（
去
）
シ
ン

腎
（
去
）
シ
ン
肝
（
去
）
カ
ン

身
　
2
1
粉
（
去
）
回
ン
身
（
去
）
シ
ン

身
（
去
）
シ
ン
嬰
（
上
）
ヤ
ウ

鞍
（
入
）
チ
ッ
身
（
去
）
シ
ン

下
音
干

圏
寒
反

居
寒
反

時
忍
反

時
忍
反

是
忍
反

時
忍
反

循
（
平
濁
）
シ
ュ
ン
身
（
去
）
シ
ン

楔
（
入
濁
）
セ
ツ
身
（
去
）
シ
ン

麗
　
2
2
精
（
去
）
シ
ャ
ウ
麗
（
去
）
レ
イ
　
　
郎
計
反

巨
（
上
）
。
麗
（
去
）
レ
イ
　
　
郎
計
反

光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
に
お
け
る
声
調
変
化
に
つ
い
て

新

2

5

ウ

1

新

3

8

オ

4

新

4

6

オ

4

新

4

8

オ

3

新

2

0

ウ

4

新

2

3

オ

5

・

新

4

7

ウ

2

貞

1

8

ウ

6

貞

2

0

オ

5

新

2

3

オ

4

新

4

8

ウ

2

貞

1

8

ウ

6

新

2

0

ウ

4

新

4

9

オ

1

新

1

7

オ

6

新

2

3

オ

2

新

2

7

オ

4

新

5

4

オ

6

新

2

0

オ

4

新

2

1

オ

7

一

一

三



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

崇
（
上
）
シ
ユ
麗
（
平
）
レ
イ
　
　
郎
計
反

妹
（
上
「
シ
ユ
麗
（
平
）
レ
イ

C
、
前
接
字
入
声
軽

低
　
2
3
鞍
（
入
軽
濁
カ
）
へ
ツ
低
（
去
）
テ
ィ
　
　
丁
泥
反

高
（
去
）
カ
ウ
低
（
平
）
テ
ィ
　
　
丁
泥
反

低
（
去
）
テ
ィ
影
（
平
）
ヤ
ウ
　
　
丁
泥
反

低
（
去
）
テ
ィ
下
（
平
濁
）
ケ
　
　
丁
泥
反

心
　
2
4
革
（
入
軽
カ
）
心
（
去
）
出
ム

心
（
去
）
シ
ム
肺
（
平
）
ハ
イ

浣
（
平
）
ク
ワ
ン
心
（
去
）
シ
ム

耐
（
去
）
ナ
イ
心
（
上
）
シ
ム

心
（
去
）
シ
ム
腎
（
去
）
シ
ン

惟
　
2
5
朔
（
入
軽
）
サ
ク
惟
（
去
）
ユ
イ

緬
（
平
）
メ
ン
惟
（
去
）
ユ
イ

惟
（
去
）
ユ
イ
付
（
平
濁
）
シ
ュ
ン

新

8

ウ

2

新

1

6

オ

7

貞

9

オ

7

新

1

5

オ

4

新

3

7

ウ

7

新

5

3

オ

3

貞

9

ウ

7

新

1

7

ウ

4

新

4

1

オ

3

新

4

1

オ

7

新

4

7

ウ

2

・

貞

1

8

ウ

6

新

2

オ

6

新

2

オ

3

新

3

3

オ

4

前
接
字
上
声
・
去
声
・
入
声
軽
の
後
に
二
音
節
去
声
字
が
出
現
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
連
続
し
た
場
合
中
低
型
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
中
低
型
ア
ク
セ
ン
ト
は
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
は
不
自
然
な
ア
ク
セ
ン
ト
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
ア

ク
セ
ン
ト
が
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
『
貞
元
華
厳
経
音
義
』
に
見
ら
れ
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。



『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
『
貞
元
華
厳
経
音
義
』
で
、
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
中
低
型
ア
ク
セ
ン
ト
を
認
め
て
い
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、

次
の
よ
う
に
考
え
る
。
ま
ず
、
用
例
数
と
し
て
は
、
上
・
去
・
入
軽
声
字
の
後
の
二
音
節
字
に
は
、
去
声
字
よ
り
上
声
字
の
方
が
、
多
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
字
が
同
じ
条
件
下
で
上
声
に
差
声
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
（
「
矯
」
「
竿
」
「
幹
」
「
心
」
の
参
考
例
）
。
さ
ら
に

「
竿
」
に
は
同
一
漢
字
の
連
続
「
其
竿
」
が
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
で
は
上
声
で
あ
り
（
参
考
例
）
、
『
貞
元
華
厳
経
音
義
』
で
は
去
声
で
あ
る

（
用
例
9
）
例
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
諸
例
か
ら
見
て
、
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
『
貞
元
華
厳
経
音
義
』
に
お
い
て
も
中
低
型
ア
ク
セ
ン
ト
は
不

安
定
な
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
中
低
型
ア
ク
セ
ン
ト
が
、
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
安
定
的
に
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

こ
れ
ら
の
中
低
型
ア
ク
セ
ン
ト
形
を
示
す
用
例
は
、
日
本
語
の
単
語
と
し
て
の
熟
合
度
が
低
く
、
単
字
声
調
の
ま
ま
で
、
連
読
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
は
片
仮
名
文
で
あ
り
、
ま
た
「
在
家
ノ
信
ヲ
ス
＼
ム
ル
」
と
い
う
著
述
意
図
か
ら
し
て
も
、
そ
こ
に
見

ら
れ
る
漢
字
の
連
続
は
日
本
語
の
単
語
と
し
て
据
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
も
不
自
然
な
前
接

字
上
声
・
去
声
・
入
声
軽
の
後
の
二
音
節
去
声
字
は
上
声
化
し
た
形
で
示
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
前
接
字
上
声
・
去
声
・
入
声
軽
の
後
の
二
音
節
去
声
字
に
つ
い
て
、
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
と
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
　
『
貞

元
華
厳
経
音
義
』
と
で
出
現
の
有
無
の
相
違
が
あ
る
の
は
、
呉
音
二
音
節
去
声
字
の
上
声
化
現
象
に
関
し
て
両
資
料
の
間
に
質
的
相
違
が
あ

る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
に
お
け
る
漢
字
の
連
続
に
日
本
語
の
語
と
し
て
熟
合
度
の
低
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
か
否
か
の
違
い

に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
語
頭
か
平
声
・
入
声
字
の
後
の
〓
音
節
上
声
字

次
に
指
摘
も
た
い
事
は
、
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
『
貞
元
華
厳
経
音
義
』
と
も
に
語
頭
か
前
接
字
平
声
・
入
声
の

後
に
二
音
節
上
声
字
が
見
ら
れ
る
事
で
あ
る
。

光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
に
お
け
る
声
調
変
化
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

六

『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』

a
、
語
頭

カ

ン

　

　

　

セ

ン

眼
　
2
6
眼
（
上
濁
）
前
（
平
濁
）

ト
タ
ケ
ン
　
　
　
　
　
　
リ
ム

得
眼
（
平
濁
）
林
ト

銀講青談同

コ

ン

　

　

　

コ

ン

2
7
金
（
去
）
8
銀
（
上
濁
）

へ
イ
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
ノ

吠
（
平
濁
）
瑠
璃

カ

ウ

　

　

サ

ン

2
8
講
（
上
）
讃
（
平
）
セ
シ
メ
テ

シ

ヤ

ウ

　

　

キ

ウ

　

　

　

　

シ

2
9
青
　
（
上
）
丘
（
平
軽
）
大
師
ト

3
0
青
（
上
）
丘
（
平
軽
）
大
師
ノ
・

タ
ム

3
1
談

ト
ウ

3
2
同チ

ン展

（
上
濁
）
セ
リ
・

（
上
濁
）
　
ス
・

テ
ン

（
平
）
韓
（
平
濁
）
同
（
去
濁
）

セ
ツ説

（
入
）
ス
ル
ハ

状

同
（
去
濁
）
鉢
（
平
）
ノ

b
、
前
接
字
平
声

ソ
ウ

3
3
奏
（
平
）
状
（
上
濁
）
ノ
コ
ト
ク
ニ

上
1
8
1

上
欄

上
1
2
2

上
0
8
2

上
岨

上
規

上
1
3
8

上
1
6
g

上
2
1
6

上
郁

『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
　
『
貞
元
華
厳
経
音
義
』

a
、
語
頭

仰
　
3
4
仰
（
上
濁
）
キ
ヤ
ウ
硯
（
平
）
シ
　
　
魚
掌
反

傭
（
平
）
フ
仰
（
上
濁
）
キ
ヤ
ウ

鋸
（
去
）
サ
ン
仰
（
上
野
キ
ヤ
ウ

貞

8

ウ

4

新

1

5

オ

2

新

1

5

ウ

2



観
（
平
）
キ
ン
仰
（
平
濁
）
カ
ウ

倉
　
3
5
倉
（
上
）
サ
ウ
驚
（
平
）
セ
ン
　
　
且
郎
反

允両剛壊研

倉
（
去
）
サ
ウ
庫
（
上
）
。
　
且
郎
反

倉
（
去
）
サ
ウ
儲
（
平
）
チ
ヨ
　
　
且
郎
反

3
6
允
王
）
ヰ
ン
備
（
平
濁
）
ヒ
　
　
惟
蛮
反

3
7
両
（
上
）
リ
ヤ
ウ
開
（
入
濁
）
ヒ
ヤ
ク

3
8
剛
（
上
流
）
カ
ウ
賓
（
平
）
サ
イ

3
9
剛
（
上
濁
）
カ
ウ
杵
（
上
）
シ
ヨ

4
0
壊
（
上
濁
）
シ
ャ
ウ
　
　
汝
掌
反

4
1
研
（
上
濁
）
ケ
ン
貌
（
去
）
メ
ウ
　
　
吾
堅
反

4
2
折
（
上
）
嬢
（
平
）
シ

寝
　
4
3
寝
（
上
；
ム
息
（
入
）
ソ
ク

宴
（
去
‡
ン
寝
（
平
）
シ
ム

安
（
平
）
ア
ン
寝
（
平
）
シ
ム

憧
　
4
4
憧
（
上
）
シ
ャ
ウ
陸
（
平
）
ク
ワ
ウ

憑環海

4
5
悼
（
上
）
シ
ャ
ウ
陸
（
平
）
ワ
ウ

4
6
憑
（
上
）
へ
ウ
高
（
去
）
カ
ウ

4
7
残
（
上
）
ヰ
ン
滅
（
入
）
メ
ツ

4
8
海
（
上
）
カ
イ
蜂
（
平
）
ハ
ウ

吾
堅
反

七
稔
反

七
稔
反

七
錦
反

諸
羊
反

諸
羊
反

皮
明
反

羽
敏
反

新

2

3

ウ

7

貞

9

オ

4

新

2

6

オ

4

貞

1

2

オ

1

貞

1

2

ウ

2

新

3

4

オ

5

新

3

オ

4

新

8

オ

4

・

新

3

8

ウ

2

新

5

1

ウ

4

貞

1

0

ウ

6

貞

2

1

オ

5

新

1

2

ウ

1

新

1

4

ウ

3

新

3

9

ウ

4

新

4

5

オ

7

貞

1

7

ウ

3

貞

1

3

オ

4

新

5

0

オ

4

新

8

オ

4

光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
に
お
け
る
声
調
変
化
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

4
9
海
（
上
）
カ
イ
愚
（
平
）
タ
ウ

旅
（
平
）
ユ
海
（
上
）
カ
イ

漂
　
5
0
漂
（
上
）
へ
ウ
輪
（
平
）
リ
ン
　
　
疋
苗
反

5
1
漂
（
上
）
へ
ウ
沸
（
入
）
ニ
ヤ
ク
　
　
撫
昭
反

5
2
漂
（
上
）
へ
ウ
泊
（
入
）
。
ツ

5
3
漂
（
上
）
へ
ウ
泊
（
入
濁
）
ヒ
ヤ
ク

漢
　
5
4
操
（
上
）
サ
ウ
瓶
（
上
濁
）
ヒ
ヤ
ウ
　
　
上
音
早

漢
（
去
）
サ
ウ
瓶
（
上
濁
）
ヒ
ヤ
ウ
　
　
子
老
反

漠
（
去
）
サ
ウ
漱
（
上
）
ソ
　
　
子
老
反

爪
　
5
5
爪
（
上
）
サ
ウ
甲
（
入
）
カ
フ
　
　
之
巧
反

淋
　
5
6
淋
（
上
）
シ
ャ
ウ
裾
（
入
）
こ
ク

5
7
淋
（
上
）
シ
ャ
ウ
拐
（
平
）
タ
ウ

牢
　
5
8
牢
（
上
）
ラ
ウ
獄
（
入
濁
）
。
ク
　
　
郎
力
反

5
9
牢
（
上
）
ラ
ウ
峻
（
去
）
シ
ュ
ン
　
　
カ
国
反

犬
　
6
0
犬
（
上
）
ラ
ン
豚
（
平
）
ト
ン

痙
　
6
1
痙
（
上
）
セ
ン
愈
（
平
；
　
　
七
線
反

6
2
痙
（
上
）
セ
ン
　
　
七
線
反

癒
　
6
3
瘡
（
上
）
サ
ウ
虎
（
上
）
ウ
　
　
楚
良
反

6
4
癒
（
上
）
サ
ウ
癌
（
平
）
ハ
ウ

新

5

4

オ

5

新

1

ウ

4

新

4

ウ

2

新

1

0

ウ

1

新

5

3

ウ

3

貞

2

3

ウ

2

新

4

1

オ

3

貞

4

オ

4

新

1

9

ウ

6

新

2

3

ウ

1

新

2

4

オ

4

新

4

7

オ

7

・

貞

1

8

ウ

5

新

2

2

オ

3

貞

1

2

オ

6

新

4

8

オ

2

新

5

2

オ

7

貞

2

2

オ

7

新

3

7

オ

1

新

5

4

ウ

2



6
5
瘡
（
上
）
サ
ウ
疲
（
上
）
ウ

楚
羊
反

癖
（
去
）
ヰ
ヨ
ウ
癒
（
上
）
サ
ウ

省
　
6
6
省
（
上
）
シ
ャ
ウ
方
（
去
）
ハ
ウ

6
7
省
（
上
）
シ
ャ
ウ
窮
（
上
濁
）
ク

減
（
去
濁
）
ケ
ム
省
（
上
）
シ
ャ
ウ

柘
　
6
8
柘
（
上
）
イ
ウ
助
（
平
濁
）
シ
ヨ

良
（
平
）
リ
ヤ
ウ
柘
（
去
）
イ
ウ

勉
　
6
9
麹
（
上
）
ケ
ウ
足
（
入
）
ソ
ク

勉
（
平
）
ケ
ウ
立
（
入
）
リ
フ

誘
　
7
0
誘
（
上
）
イ
ウ
海
（
平
〉
ク
ヱ

7
1
誘
（
上
）
イ
ウ
詩
（
平
）
ク
ヱ

楚
艮
反

思
井
反

恩
井
反

（
マ
マ
）

九
救
反

干
救
反

巨
揺
反

巨
尭
反

与
久
反

上
音
酉

7
2
誘
（
上
）
イ
ウ
詩
（
平
）
ク
エ
　
余
手
反

化
（
平
）
ク
ヱ
誘
（
上
）
イ
ウ
　
　
与
久
反

鈴
　
7
3
鈴
（
上
）
レ
イ
鐸
（
入
）
チ
ヤ
ク
　
上
音
靂

7
4
鈴
（
上
）
レ
イ
鐸
（
入
）
チ
ヤ
ク

瓢
　
7
5
瓢
（
上
）
へ
ウ
繋
（
入
）
キ
ヤ
ク
　
普
照
反

b
、
前
接
字
平
声

仰
　
7
6
傭
（
平
）
フ
仰
（
上
濁
）
キ
ヤ
ウ

錯
二
去
）
サ
ン
仰
（
上
濁
）
キ
ヤ
ウ

光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
に
お
け
る
声
調
変
化
に
つ
い
て

貞

2

ウ

5

新

9

オ

7

貞

1

1

オ

3

貞

1

1

オ

4

貞

1

0

ウ

4

貞

1

8

オ

4

貞

2

3

オ

5

新

1

3

オ

1

貞

1

3

ウ

7

新

2

1

オ

3

新

3

6

ウ

5

貞

4

オ

l

新

4

オ

2

新

5

ウ

3

新

2

5

オ

6

・

新

5

0

ウ

5

新

3

ウ

2

新

1

5

オ

2

新

1

5

ウ

2



鎌
　
倉
　
時
　
代
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究

覿
（
平
）
キ
ン
仰
（
平
濁
）
カ
ウ

仰
（
上
濁
）
キ
ヤ
ウ
視
（
平
）
シ
　
　
魚
掌
反

堵
　
7
7
垣
（
平
）
ク
ワ
ン
増
（
上
）
シ
ャ
ウ

7
8
垣
（
平
）
霊
㌢
堵
（
上
）
シ
ャ
ウ

棋
　
7
9
櫻
（
平
）
サ
ン
棋
（
上
濁
）
ク
ヰ
ヨ
ウ
　
渠
恭
反

檻
　
8
0
籠
（
平
）
ロ
ウ
檻
（
上
濁
）
ケ
ム
　
　
胡
減
反

軒
（
去
）
カ
ン
檻
（
上
濁
）
ケ
ム

軒
（
去
）
カ
ン
檻
（
上
濁
）
ケ
ム
　
　
胡
減
反

軒
（
去
）
カ
ン
檻
（
上
）
ケ
ム
（
「
ン
」
二
重
書
）
　
　
胡
減
反

軒
（
去
）
カ
ン
檻
（
上
濁
）
ケ
ム
　
　
胡
減
反

軒
（
去
）
カ
ン
檻
〈
上
濁
〉
ケ
圭
－

海
　
8
1
輸
（
平
）
ユ
海
（
上
）
カ
イ

海
（
上
）
カ
イ
蜂
（
平
）
ハ
ウ

海
（
上
）
カ
イ
鳥
山
（
平
）
タ
ウ

潜
　
8
2
垣
（
平
）
ク
ワ
ン
潜
（
上
）
シ
ャ
ウ
　
　
疾
羊
反

誘
　
8
3
化
（
平
）
ク
ヱ
誘
（
上
）
イ
ウ
　
　
与
久
反

誘
（
上
）
イ
ウ
萬
（
平
）
ク
ヱ
　
　
与
久
反

誘
（
上
）
イ
ウ
詩
（
平
）
ク
ヱ
　
　
上
音
酉

誘
（
上
）
イ
ウ
萬
（
平
）
ク
ヱ
　
　
余
手
友

新

2

3

ウ

7

貞

8

ウ

4

新

7

オ

3

新

4

1

オ

7

貞

1

6

オ

6

新

1

9

オ

5

・

新

2

6

ウ

7

新

1

9

ウ

4

新

2

5

オ

4

新

3

9

オ

4

新

4

3

ウ

4

・

貞

1

5

ウ

5

貞

1

オ

5

新

1

ウ

4

新

8

オ

4

新

5

4

オ

5

貞

2

ウ

1

新

4

オ

2

新

2

1

オ

3

新

3

6

ウ

5

貞

4

オ

1



掌
　
8
4
盟
へ
平
）
ク
ワ
ン
掌
（
上
）
シ
ャ
ウ

C
、
前
接
字
入
声

井
　
8
5
汲
（
入
）
キ
フ
井
（
上
）
シ
ャ
ウ

減
　
8
6
歓
（
入
）
カ
ツ
減
（
上
濁
）
ケ
ム

減
（
去
濁
）
ケ
ム
省
（
上
）
シ
ャ
ウ

香
8
7
墾
入
二
㌢
（
朱
）
香
（
上
）
カ
ウ

8
8
管
（
入
）
エ
ツ
香
（
上
）
カ
ウ

香
（
去
）
刀
ウ
筐
（
入
）
ケ
フ

髄
　
8
9
骨
（
入
し
。
ツ
髄
（
上
濁
）
ス
イ
　
　
息
委
反

新

1

1

ウ

4

新

1

2

オ

2

新

1

8

オ

4

貞

1

0

ウ

4

折
田
4
オ
4

貞

9

オ

2

・

貞

1

6

オ

6

新

5

3

ウ

5

新

2

0

ウ

3

・

新

3

5

オ

2

こ
の
様
な
例
は
、
当
該
字
の
単
字
声
調
が
正
し
く
認
識
さ
れ
、
そ
れ
が
実
際
の
読
詞
で
の
字
音
連
続
に
お
い
て
如
何
な
る
条
件
下
で
上
声

化
す
る
か
に
つ
い
て
の
法
則
が
正
し
く
理
解
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
声
調
を
定
め
て
行
く
限
り
生
ず
る
は
ず
の
な
い
例
で
あ
る
。

前
接
字
平
声
・
入
声
の
後
に
二
音
節
上
声
字
が
出
現
す
る
こ
と
を
促
す
理
由
に
つ
い
て
は
、
佐
々
木
勇
氏
が
主
に
『
観
無
量
寿
経
註
』
『
阿

弥
陀
経
註
』
の
用
例
に
基
づ
い
て
、
韻
尾
に
〔
m
〕
〔
n
〕
〔
u
〕
を
持
つ
字
が
句
中
・
語
中
で
は
二
音
節
相
当
と
看
徹
さ
れ
、
二
音
節
去
声

（8）

字
を
避
け
る
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
上
声
化
し
た
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
『
観
無
量
寿
経
註
』
『
阿
弥
陀
経
註
』
に
は
同
じ
条
件
に

あ
る
漢
字
が
去
声
で
あ
る
例
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
『
貞
元
華
厳
経
音
義
』
に
は
語
頭
に
二

音
節
上
声
字
が
出
現
す
る
例
が
多
数
あ
る
。
語
頭
の
二
音
節
上
声
字
は
音
韻
的
条
件
に
よ
っ
て
上
声
化
し
た
と
は
考
え
難
い
。
つ
ま
り
、
佐
々

木
氏
の
指
摘
さ
れ
た
理
由
以
外
に
も
語
頭
か
前
接
字
平
声
・
入
声
の
後
に
二
音
節
上
声
字
が
見
ら
れ
る
理
由
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。こ

こ
で
よ
り
普
遍
的
な
理
由
を
想
定
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
単
字
声
調
と
し
て
は
去
声
で
あ
る
二
音
節
の
或
る
漠

光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
に
お
け
る
声
調
変
化
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二

字
を
含
み
、
そ
の
漢
字
が
前
接
字
上
声
・
去
声
の
後
に
来
る
事
に
よ
っ
て
上
声
化
し
た
単
語
が
多
数
あ
る
か
、
そ
の
よ
う
な
単
語
の
い
く
つ

か
が
頻
用
さ
れ
る
と
、
そ
の
漢
字
の
本
来
の
単
字
声
調
が
上
声
で
あ
っ
た
と
誤
認
さ
れ
、
語
頭
や
前
接
字
平
声
・
入
声
の
後
に
上
声
で
出
現

す
る
事
に
な
る
と
い
う
理
由
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
語
頭
の
二
音
節
字
に
上
声
点
が
差
声
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
こ
の
時
点
に
お
い
て
単
字
と
し
て
の

呉
音
の
声
調
体
系
が
平
・
上
・
去
・
人
の
四
声
体
系
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
こ
の
単
字
声
調
と
し
て
の
四
声
体

系
が
読
詞
声
調
の
範
囲
内
で
の
事
な
の
か
、
知
識
声
調
ま
で
を
含
ん
で
の
事
な
の
か
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
声
調
体
系
が
ど
の
よ
う
な
場
で
、

ど
の
よ
う
な
形
で
存
在
し
た
か
は
今
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
誤
認
さ
れ
た
形
で
あ
っ
て
も
、
単
字
声
調
に
対
す
る
意
識
が
あ
る
限
り
、
音
韻
的
条
件
で
上
声
化
す
る
こ
と
の
な
い
と
考
え

ら
れ
る
語
頭
あ
る
い
は
前
接
字
平
声
・
入
声
の
後
に
お
い
て
は
、
そ
の
漢
字
は
す
べ
て
上
声
で
出
現
す
る
事
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
光
明
真

言
上
沙
勧
信
記
』
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
『
貞
元
華
厳
経
音
義
』
と
も
に
、
同
一
漢
字
が
同
じ
く
語
頭
あ
る
い
は
前
接
字
平
声
・
入
声
の
後
に

位
置
し
な
が
ら
、
あ
る
単
語
で
は
上
声
、
別
の
単
語
で
は
去
声
の
形
で
出
現
す
る
も
の
が
あ
る
。
『
光
明
真
言
上
沙
勧
信
記
』
で
は
用
例
の
内

「
限
」
「
同
」
（
用
例
錆
∵
3
2
）
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
『
貞
元
華
厳
経
音
義
』
は
「
倉
・
漢
・
祐
・
減
・
香
」
（
用
例
器
∴
㌻

棉
・
貼
∵
椚
∵
垂
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
の
内
『
光
明
真
言
上
沙
勧
信
記
』
「
眼
」
（
用
例
竺
『
貞
元
華
厳
経
音
義
』
「
祐
」
（
参

考
例
）
は
漠
音
読
語
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
呉
音
読
語
と
看
徹
さ
れ
る
。
二
音
節
去
声
字
の
上
声
化
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
現
象
が

起
こ
る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
今
考
え
を
持
っ
て
い
な
い
が
、
一
時
点
あ
る
個
人
の
意
識
と
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
の
は
、

単
字
声
調
と
し
て
の
二
軍
性
よ
り
も
個
々
の
単
語
と
し
て
固
定
し
た
声
調
を
重
視
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。



ま

　

　

と

　

　

め

以
上
の
三
点
か
ら
、
片
仮
名
文
と
し
て
の
『
光
明
真
言
上
沙
勧
信
記
』
と
、
字
音
直
読
に
基
づ
く
音
義
資
料
で
あ
る
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』

『
貞
元
華
厳
経
音
義
』
と
に
、
呉
音
去
声
字
の
上
声
化
に
関
し
て
質
的
な
差
異
が
な
い
と
言
う
事
が
出
来
る
か
と
思
う
。
こ
れ
ら
の
資
料
に

お
け
る
呉
音
去
声
字
の
上
声
化
に
基
づ
い
て
の
推
定
が
声
調
全
体
に
敷
術
出
来
る
と
す
れ
ば
、
明
恵
を
中
心
と
し
た
高
山
寺
教
学
に
お
い
て
、

在
家
の
者
が
理
解
で
き
る
と
考
え
た
漢
字
声
調
（
一
般
的
な
漢
字
使
用
の
場
で
の
漢
字
声
調
）
と
、
華
厳
経
直
読
学
に
お
け
る
漢
字
声
調
（
経
典

字
音
直
読
の
よ
う
な
学
問
的
な
場
で
の
漢
字
声
調
）
と
に
差
異
が
な
い
と
認
識
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
そ
の
意
識
と
は
、
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
不
自
然
な
声
調
を
避
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
識

が
、
具
体
的
に
は
、
一
音
節
字
に
お
い
て
は
、
知
識
声
調
と
し
て
は
去
声
に
属
す
る
も
の
が
読
諦
声
調
と
し
て
は
単
字
声
調
・
単
語
声
調
と

も
に
上
声
と
な
る
と
い
う
規
則
的
な
規
範
と
し
て
現
れ
、
二
音
節
字
に
お
い
て
は
、
単
語
と
し
て
熟
合
度
の
高
い
も
の
は
個
々
の
単
語
と
し

て
の
声
調
に
従
い
、
単
語
と
し
て
熟
合
度
の
低
い
も
の
に
つ
い
て
は
個
々
の
漢
字
の
単
字
声
調
に
従
う
と
い
う
形
で
現
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
一
つ
問
題
と
な
る
の
は
、
知
識
声
調
に
対
す
る
意
識
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
知
識
声
調
と
は
具
体
的
に
は
声
調
変

化
が
起
こ
る
以
前
の
資
料
に
お
け
る
声
点
や
反
切
か
ら
導
き
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
『
貞

元
華
厳
経
音
義
』
に
「
倉
」
（
用
例
甲
参
考
例
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
で
は
同
じ
く
語
頭
に
あ
る
「
倉
」
に
同
一
の
反
切
注
が
あ
り
な
が
ら
、

差
声
さ
れ
た
声
点
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
倉
」
の
例
は
、
声
調
を
求
め
る
た
め
に
反
切
は
積
極
的
に
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
事

を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
知
識
声
調
に
対
す
る
意
識
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
少
な
く
と
も

反
切
を
案
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
知
識
声
調
よ
り
も
実
際
の
読
詞
に
お
け
る
声
調
の
方
を
重
視
し
た
と
い
う
こ
と
は
出
来
よ
う
。

以
上
述
べ
た
こ
と
を
図
に
す
る
と
（
図
1
）
の
様
に
な
る
。

光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
に
お
け
る
声
調
変
化
に
つ
い
て



（
図
1
）

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

重
　
　
　
視

一 一豆 立日 日
節 節
由 由子 子

去

知
識
声
調

（単

字
）

去 上
単

字 読
詞
声
調上去 上

単

語

こ
の
図
に
つ
い
て
若
干
説
明
を
加
え
る
な
ら
ば
、

1
、
知
識
声
調
よ
り
も
読
諦
声
調
を
重
視
す
る
。

2
、
読
訴
声
調
と
し
て
は
単
字
声
調
よ
り
も
単
語
声
調
を
重
視
す
る
。

3
、
読
訴
声
調
と
し
て
の
単
字
声
調
に
関
し
て
は
、
音
節
数
と
上
声
・
去
声
と
の
対
応
関
係
が
規
則
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
。

4
、
読
諦
声
調
と
し
て
の
単
語
声
調
に
お
け
る
二
音
節
字
の
上
声
・
去
声
の
区
別
に
関
し
て
は
、
音
韻
的
規
則
性
に
つ
い
て
の
明
確
な
認
識

は
な
く
、
個
々
の
単
語
と
し
て
固
定
し
た
声
調
に
従
う
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（9）

こ
こ
で
考
え
合
わ
さ
れ
る
の
は
、
先
に
　
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
　
の
字
音
に
つ
い
て
考
察
し
た
際
指
摘
し
た
、
字
音
振
仮
名
の
内
、
唇

内
入
声
韻
尾
の
表
記
に
関
し
て
、
『
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
』
で
は
一
貫
し
て
ウ
表
記
で
声
点
を
羞
声
せ
ず
、
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
　
『
貞
元
華

厳
経
音
義
』
で
は
一
貫
し
て
フ
表
記
で
入
声
点
を
差
声
す
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
般
的
な
場
と
、
学
問
的
な



場
で
の
漢
字
音
形
（
声
調
を
除
い
た
部
分
）
　
に
質
的
差
異
が
あ
る
と
認
め
て
い
る
事
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
声
調
に
関
し
て
は
一
般
的
な
場
と
、
学
問
的
な
場
で
の
声
調
に
質
的
差
異
が
な
い
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に

よ
れ
ば
、
高
山
寺
教
学
に
お
い
て
は
漢
字
の
音
形
と
声
調
と
で
そ
の
認
識
に
差
異
が
あ
っ
た
と
い
う
事
に
な
る
。

（10）

そ
の
認
識
の
差
異
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
次
の
よ
う
な
指
摘
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
沼
本
氏
は
『
新
訳
華
厳
経
音

義
』
『
貞
元
華
厳
経
音
義
』
の
片
仮
名
音
注
に
つ
い
て
、
反
切
を
案
じ
た
結
果
伝
承
呉
音
と
食
い
違
う
形
が
現
れ
て
い
る
例
を
指
摘
し
て
お
ら

れ
る
。

キ

ン

　

　

　

　

キ

ン

た
と
え
ば
、
「
僅
渠
鱗
反
」
「
観
渠
情
反
」
（
共
に
呉
音
は
「
ゴ
ン
」
）
の
如
き
例
は
、
反
切
下
字
「
鎮
」
「
情
」
は
漢
音
で
も
呉
音
で
も
「
⑦
ン
」

形
と
な
る
か
ら
、
そ
の
反
切
音
の
結
果
が
漢
音
形
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
字
の

様
な
場
合
に
は
「
（
侍
承
）
呉
音
」
の
形
は
反
切
か
ら
は
導
き
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。

一
方
声
調
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
用
例
「
倉
」
の
よ
う
に
、
同
じ
反
切
注
が
あ
り
な
が
ら
同
じ
く
語
頭
に
あ
る
字
に
異
な
っ
た
声
点
が
差

声
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
声
調
を
求
め
る
た
め
に
反
切
は
積
極
的
に
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
事
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
反
切
に
よ
っ

て
漢
字
の
音
形
・
声
調
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
該
字
の
知
識
と
し
て
の
音
形
・
声
調
を
求
め
る
事
に
な
る
。
沼
本
氏
が
指
摘
し
て
お

ら
れ
る
よ
う
に
、
『
新
訳
華
厳
経
音
義
』
　
『
貞
元
華
厳
経
音
義
』
　
に
お
い
て
反
切
を
案
じ
た
結
果
伝
承
呉
音
と
食
い
違
う
形
が
片
仮
名
音
注
に

現
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
高
山
寺
教
学
に
お
い
て
は
、
華
厳
経
字
音
直
読
に
お
い
て
漢
字
の
知
識
と
し
て
の
音
形
が
そ
の
ま
ま
用
い
ら

れ
得
る
と
考
え
て
い
た
事
を
示
し
、
「
倉
」
の
例
の
よ
う
に
同
じ
反
切
注
が
あ
り
な
が
ら
、
声
点
は
異
な
る
場
合
が
あ
る
の
は
、
華
厳
経
字
音

直
読
に
お
い
て
知
識
と
し
て
の
声
調
が
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
具
体
的
な
読
諭
に
お
い
て
は
声
調
は
変
化

す
る
場
合
が
多
い
と
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
に
お
け
る
声
調
変
化
に
つ
い
て

注



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
六

（
1
）
　
覆
製
と
し
て
、
『
明
恵
上
人
手
訂
定
稿
本
（
重
文
）
光
明
眞
言
土
沙
勒
信
記
　
附
　
同
如
来
遺
跡
講
式
』
　
（
勉
誠
社
昭
和
六
十
年
七
月
）
翻
字
と
し

て
、
『
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
光
明
眞
言
土
沙
勒
信
記
総
索
引
本
文
篇
』
　
（
三
保
忠
夫
　
昭
和
五
十
年
十
月
）
　
が
あ
る
。

（2）

『
明
恵
上
人
資
料
第
一
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
一
冊
）
』
　
（
東
京
大
学
出
版
会
一
九
七
一
年
三
月
）
　
に
所
収

（
3
）
　
「
光
明
眞
言
土
沙
勒
信
記
の
声
点
に
つ
い
て
－
－
鐘
声
声
点
は
意
図
的
に
差
声
さ
れ
た
も
の
か
－
」
（
鎌
倉
時
代
諸
研
究
第
九
輯
武
蔵
野
書
院
　
昭
和
六
一
年

五
月
）「

光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
に
お
け
る
字
音
の
清
濁
に
つ
い
て
－
連
濁
に
関
す
る
考
察
を
中
心
と
し
て
－
」
（
東
洋
大
学
短
期
大
学
紀
要
第
一
九
号
　
昭
和

六
二
年
一
二
月
）

「
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
の
字
音
に
つ
い
て
－
附
　
字
音
振
仮
名
・
声
占
行
き
漢
字
分
韻
表
1
」
　
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
第
十
二
輯
　
武
蔵
野
書
院
　
平
成
元

年
七
月
）

（
4
）
　
『
高
山
寺
古
辞
書
資
料
第
二
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
十
二
冊
）
』
　
（
東
京
大
学
出
版
会
一
九
八
三
年
二
月
）
に
影
印
と
索
引
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
5
）
　
注
（
4
）
資
料
の
解
説

（
6
）
　
「
呉
音
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
の
過
程
」
　
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
第
十
輯
　
武
蔵
野
書
院
　
昭
和
六
二
年
五
月
）

（
7
）
　
「
呉
音
の
声
調
体
系
の
推
定
」
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』
第
一
部
第
五
章
第
一
節
（
武
蔵
野
書
院
　
昭
和
五
七
年
三

月
）

（
8
）
　
「
呉
音
二
音
節
去
声
字
に
対
す
る
上
声
点
加
点
例
に
つ
い
て
」
　
（
国
文
学
致
第
二
三
号
　
昭
和
六
二
年
三
月
）

（
9
）
　
注
（
3
）
論
文
中
の
「
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
の
字
音
に
つ
い
て
」

（
1
0
）
　
「
高
山
寺
字
音
資
料
に
つ
い
て
」
『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
（
高
山
寺
資
料
叢
書
　
別
冊
）
』
　
（
東
京
大
学
出
版
会
一
九
八
〇
年
一
二
月
）

［
付
記
］
　
本
敦
は
、
昭
和
六
二
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
に
お
い
て
口
頭
で
発
表
し
た
も
の
に
、
補
筆
し
て
成
稿
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

研
究
集
会
に
お
い
て
は
、
沼
本
克
明
氏
よ
り
有
益
な
御
示
唆
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
学
恩
に
謝
意
を
表
わ
す
次
第
で
あ
る
。




